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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 4月 1日 (2005.4.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 軸 方 向 の 中 間 部 に フ ラ ン ジ を 有 す る 回 転 軸 と 、
　 こ の 回 転 軸 を 回 転 自 在 に 支 持 す る 軸 受 と 、
　 前 記 回 転 軸 に 固 定 さ れ る 回 転 体 と 、
　 こ の 回 転 体 を 電 磁 作 用 で 回 転 さ せ る モ ー タ と を 備 え 、
　 前 記 回 転 軸 と 前 記 軸 受 と の 間 に 潤 滑 用 流 体 が 供 給 さ れ る ス ピ ン ド ル モ ー タ で あ っ て 、
　

　

　

　
ラ ジ ア ル 動

圧 発 生 部 が 設 け ら れ 、
　

ス ラ ス ト 動 圧 発 生 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る ス ピ ン ド
ル モ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ス ピ ン ド ル モ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】

前 記 回 転 軸 は 、 大 径 部 と 小 径 部 と を 有 す る と と も に 、 小 径 部 に 嵌 め 込 ま れ 、 か つ 、 こ の
小 径 部 と 前 記 大 径 部 と の 間 に 形 成 さ れ た 軸 方 向 に 直 交 す る 段 部 に 当 接 し た 状 態 で 固 定 さ れ
る フ ラ ン ジ を 有 し 、

前 記 軸 受 は 、 前 記 回 転 軸 の 前 記 小 径 部 が 挿 入 さ れ る 軸 孔 と 、 前 記 フ ラ ン ジ が 収 納 さ れ る
小 径 の 凹 所 と 、 一 端 側 に は 大 径 の 凹 所 と を 有 す る と と も に 、 他 端 側 の 前 記 軸 孔 は カ ウ ン タ
プ レ ー ト で 閉 塞 さ れ た 外 側 ス リ ー ブ と 、

前 記 外 側 ス リ ー ブ の 前 記 大 径 の 凹 所 に 嵌 合 さ れ 、 前 記 回 転 軸 の 前 記 大 径 部 が 挿 入 さ れ る
軸 孔 を 有 す る 内 側 ス リ ー ブ と を 有 し 、

さ ら に 、 前 記 回 転 軸 に お け る 前 記 小 径 部 の 外 周 面 と 前 記 外 側 ス リ ー ブ の 内 周 面 と の 間 、
お よ び 前 記 大 径 部 の 外 周 面 と 前 記 内 側 ス リ ー ブ の 内 周 面 と の 間 の そ れ ぞ れ に 、

前 記 フ ラ ン ジ と 対 向 す る 、 前 記 外 側 ス リ ー ブ の 端 面 と の 間 お よ び 前 記 内 側 ス リ ー ブ の 端
面 と の 間 の そ れ ぞ れ に 、

前 記 ラ ジ ア ル 動 圧 発 生 部 は 、 前 記 回 転 軸 も し く は 前 記 軸 受 の い ず れ か 一 方 に 形 成 さ れ た
溝 に よ っ て 設 け ら れ る



　 前 記 回 転 軸 も し く は 前 記 軸 受 の い ず れ か 一 方 に 形 成 さ れ た
溝 に よ っ て 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の ス ピ ン ド ル モ ー タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 フ ラ ン ジ に は 、 そ の 両 端 面 に 貫 通 す る 油 孔 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の ス ピ ン ド ル モ ー タ 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 は 、 軸 方 向 の 中 間 部 に フ ラ ン ジ を 有 す る 回 転 軸 と 、 こ の 回 転 軸 を 回 転 自 在 に 支 持
す る 軸 受 と 、 前 記 回 転 軸 に 固 定 さ れ る 回 転 体 と 、 こ の 回 転 体 を 電 磁 作 用 で 回 転 さ せ る モ ー
タ と を 備 え 、 前 記 回 転 軸 と 前 記 軸 受 と の 間 に 潤 滑 用 流 体 が 供 給 さ れ る ス ピ ン ド ル モ ー タ で
あ っ て 、

ラ
ジ ア ル 動 圧 発 生 部 が 設 け ら れ 、

ス ラ ス ト 動 圧 発 生 部 が 設 け ら れ て い
る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 回 転 軸 の 中 間 部 に ス ラ ス ト 動 圧 発 生 用 の フ ラ ン ジ が 設 け ら れ 、 こ の フ
ラ ン ジ の 両 側

に ラ ジ ア ル 動 圧 発 生 部 が 設 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 ス
ラ ス ト 動 圧 発 生 用 の フ ラ ン ジ を 設 け な が ら も 、 ２ 列 の ラ ジ ア ル 動 圧 発 生 部 を で き る だ け 長
い ス パ ン を お い て 設 け る こ と が で き る 。 ち な み に 、 本 発 明 で は 回 転 軸 の 両 端

に 対 応 さ せ て ラ ジ ア ル 動 圧 発 生 部 を 設 け る こ と が で き 、 こ の
場 合 が 最 も 長 い ス パ ン で あ る 。 こ の た め 、 本 発 明 で は 回 転 軸 の 振 れ 特 性 の 大 幅 な 向 上 が 図
ら れ る 。 ま た 、 回 転 軸 を 長 く す る こ と な く ２ 列 の ラ ジ ア ル 動 圧 発 生 部 を で き る だ け 長 い ス
パ ン を お い て 設 け る こ と が で き る の で 、 薄 型 化 に 十 分 対 応 可 能 で あ る 。
　

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
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前 記 ス ラ ス ト 動 圧 発 生 部 は 、
１ に

前 記 回 転 軸 は 、 大 径 部 と 小 径 部 と を 有 す る と と も に 、 小 径 部 に 嵌 め 込 ま れ 、 か つ
、 こ の 小 径 部 と 前 記 大 径 部 と の 間 に 形 成 さ れ た 軸 方 向 に 直 交 す る 段 部 に 当 接 し た 状 態 で 固
定 さ れ る フ ラ ン ジ を 有 し 、 前 記 軸 受 は 、 前 記 回 転 軸 の 前 記 小 径 部 が 挿 入 さ れ る 軸 孔 と 、 前
記 フ ラ ン ジ が 収 納 さ れ る 小 径 の 凹 所 と 、 一 端 側 に は 大 径 の 凹 所 と を 有 す る と と も に 、 他 端
側 の 前 記 軸 孔 は カ ウ ン タ プ レ ー ト で 閉 塞 さ れ た 外 側 ス リ ー ブ と 、 前 記 外 側 ス リ ー ブ の 前 記
大 径 の 凹 所 に 嵌 合 さ れ 、 前 記 回 転 軸 の 前 記 大 径 部 が 挿 入 さ れ る 軸 孔 を 有 す る 内 側 ス リ ー ブ
と を 有 し 、 さ ら に 、 前 記 回 転 軸 に お け る 前 記 小 径 部 の 外 周 面 と 前 記 外 側 ス リ ー ブ の 内 周 面
と の 間 、 お よ び 前 記 大 径 部 の 外 周 面 と 前 記 内 側 ス リ ー ブ の 内 周 面 と の 間 の そ れ ぞ れ に 、

前 記 フ ラ ン ジ と 対 向 す る 、 前 記 外 側 ス リ ー ブ の 端 面 と の 間
お よ び 前 記 内 側 ス リ ー ブ の 端 面 と の 間 の そ れ ぞ れ に 、

の 小 径 部 お よ び 大 径 部 と 、 こ れ ら 小 径 部 お よ び 大 径 部 が 支 持 さ れ る 外 側 ス リ
ー ブ お よ び 内 側 ス リ ー ブ と の 間

（ 小 径 部 お よ
び 大 径 部 の そ れ ぞ れ の 端 部 ）

さ ら に 、 回 転 軸 に 設 け ら れ る フ ラ ン ジ が 、 小 径 部 と 大 径 部 と の 間 に 形 成 さ れ た 軸 方 向 に
直 交 す る 段 部 に 当 接 し た 状 態 で 固 定 さ れ る の で 、 回 転 軸 に 対 す る フ ラ ン ジ の 軸 方 向 位 置 を
正 確 に 位 置 決 め す る こ と が で き る と と も に 、 フ ラ ン ジ の 回 転 軸 に 対 す る 直 角 度 （ 軸 方 向 に
直 交 す る 状 態 の 姿 勢 ） を 高 い 精 度 で 得 る こ と が で き 、 組 立 性 の 向 上 が 図 ら れ る 。 ま た 、 運
転 中 、 す な わ ち 回 転 軸 の 回 転 中 に お い て 、 フ ラ ン ジ の 軸 方 向 へ の ズ レ を 防 止 す る こ と も で
き る 。



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 で は 、

【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 形 態 に よ る と 、 回 転 軸 に 、 カ ウ ン タ プ レ ー ト 側 に 向 か う 軸 方 向 の 衝 撃 が 加 わ っ た 場
合 、 そ の 衝 撃 は 、 フ ラ ン ジ の カ ウ ン タ プ レ ー ト 側 の 端 面 か ら に
伝 わ り 、 そ の で 受 け ら れ る 。 こ の た め 、 フ ラ ン ジ と 回 転 軸 の 接 合 部 に 応 力 は か
か ら ず 、 そ の 接 合 部 に 欠 陥 が 生 じ た り 、 フ ラ ン ジ が 変 形 し た り す る こ と が 防 止 さ れ る 。 ま
た 、 カ ウ ン タ プ レ ー ト に 衝 撃 が 伝 わ ら な い の で 、 カ ウ ン タ プ レ ー ト の 脱 落 も 防 止 さ れ る 。
こ れ ら の こ と か ら 、 耐 衝 撃 性 の 大 幅 な 向 上 が 図 ら れ る 。 さ ら に 、 小 径 部 が 形 成 さ れ る こ と
に よ り 軸 受 に 対 す る 回 転 軸 の 動 圧 摩 擦 が 軽 減 し 、 こ れ に よ っ て 消 費 電 力 の 低 減 が 図 ら れ る
。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 い で 、 軸 受 ユ ニ ッ ト ２ ０ お よ び 回 転 軸 ３ ０ の 構 成 を 詳 述 す る 。
　 ま ず 、 回 転 軸 ３ ０ か ら 説 明 す る と 、 回 転 軸 ３ ０ は 、 上 記 ハ ブ 固 定 部 ３ １ か ら 下 方 部 分 が
ス リ ー ブ ２ １ に 挿 入 さ れ て お り 、 そ の 挿 入 部 分 は 、 上 か ら 、 ハ ブ 固 定 部 ３ １ よ り も 大 径 の
大 径 部 ３ ２ と 、 ハ ブ 固 定 部 ３ １ よ り も 小 径 の 小 径 部 ３ ３ に 分 け ら れ 、 さ ら に 、 小 径 部 ３ ３
の 上 端 部 に 、 フ ラ ン ジ ３ ４ を 備 え て い る 。 こ の フ ラ ン ジ ３ ４ は 、 回 転 軸 ３ ０ の 軸 部 と 別 体
で 軸 部 に 溶 接 等 の 手 段 で 固 着 さ れ て い 大 径 部 ３ ２ は 小 径 部 ３ ３ よ り も 長 く 、 例 え ば そ
の 比 率 は ２ ： １ 程 度 で あ る 。 フ ラ ン ジ ３ ４ に は 、 上 下 の 端 面 に 貫 通 す る 複 数 の 油 孔 ３ ４ ａ
が 周 方 向 に 等 間 隔 を お い て 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 油 孔 ３ ４ ａ は 、 大 径 部 ３ ２ の 外 周 面 に
対 応 す る 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 軸 受 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 前 述 の 如 く ス リ ー ブ ２ １ と カ ウ ン タ プ レ ー ト ２ ２ と か ら 構 成 さ れ
て い る 。 ス リ ー ブ ２ １ は 、 外 側 ス リ ー ブ ６ ０ に 形 成 さ れ た 円 筒 状 の 凹 所 ６
１ に 、 軸 孔 ７ １ を 有 す る 内 側 ス リ ー ブ ７ ０ が 圧 入 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 外 側 ス リ ー ブ ６
０ の 凹 所 ６ １ の 底 面

が 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら 段 部 ６ ２ ， ６ ３ 間 に 軸 孔 ６ ４ が 形 成 さ
れ て い る 。 下 面 の 段 部 ６ ３ に は カ ウ ン タ プ レ ー ト ２ ２ が 嵌 め 込 ま れ て い る 。 こ の カ ウ ン タ
プ レ ー ト ２ ２ は 、 圧 入 や 溶 接 ま た は 接 着 等 の 手 段 に よ っ て 外 側 ス リ ー ブ ６ ０ に 固 着 さ れ て
い る 。
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上 記 の よ う に 、 軸 受 は 、 回 転 軸 の 小 径 部 が 挿 入 さ れ る 外 側 ス リ ー ブ と 、 該
外 側 ス リ ー ブ の 一 端 側 の 大 径 の 凹 所 に 嵌 合 さ れ 、 回 転 軸 の 大 径 部 が 挿 入 さ れ る 内 側 ス リ ー
ブ と を 備 え 、 外 側 ス リ ー ブ 側 の 他 端 側 の 軸 孔 は カ ウ ン タ プ レ ー ト で 閉 塞 さ れ て お り 、 外 側
ス リ ー ブ に は 、 フ ラ ン ジ を 収 納 す る 小 径 の 凹 所 が 形 成 さ れ て い る 。

外 側 ス リ ー ブ の 小 径 の 凹 所
小 径 の 凹 所

る 。

（ 大 径 の 凹 所 ）

に は 円 形 の 段 部 （ 小 径 の 凹 所 ） ６ ２ が 形 成 さ れ 、 外 側 ス リ ー ブ ６ ０ の
下 面 に は 円 形 の 段 部 ６ ３



【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 軸 受 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 回 転 軸 ３ ０ の 小 径 部 ３ ３ を 外 側 ス リ ー ブ ６ ０ の 軸 孔 ６ ４ に 挿
入 す る と 同 時 に フ ラ ン ジ ３ ４ を 段 部 ６ ２ に 嵌 め 込 み 、 次 い で 軸 孔 ７ １ に 回 転 軸 ３ ０ を 通 し
な が ら 内 側 ス リ ー ブ ７ ０ を 外 側 ス リ ー ブ ６ ０ の 凹 所 ６ １ に 圧 入 し 、 最 後 に カ ウ ン タ プ レ ー
ト ２ ２ を 段 部 ６ ３ に 嵌 め 込 ん で 固 着 さ せ る 手 順 で 組 み 立 て ら れ る 。

こ の 組 立 状 態 で 、 軸 受 ユ ニ ッ ト ２ ０ と 回 転 軸 ３
０ と の 間 に は 潤 滑 油 が 供 給 さ れ る 微 小 な 隙 間 が 形 成 さ れ る 。 軸 受 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 図 １ に
示 す よ う に 外 側 ス リ ー ブ ６ ０ を ベ ー ス １ ０ の ホ ル ダ 部 １ １ 内 に 圧 入 す る か 、 も し く は 嵌 め
込 ん だ 状 態 を 溶 接 、 接 着 等 の 手 段 に よ っ て 固 着 さ せ る こ と に よ り 、 ベ ー ス １ ０ に 固 定 さ れ
る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の ス ピ ン ド ル モ ー タ に よ れ ば 、 回 転 軸 の フ ラ ン ジ を 軸 方 向
の 中 間 部 に 設 け 、 こ の フ ラ ン ジ の 両 側 に ラ ジ ア ル 動 圧 発 生 部 を 設 け た の で 、 ２ 列 の ラ ジ ア
ル 動 圧 発 生 部 を で き る だ け 長 い ス パ ン を お い て 設 け る こ と が で き 、 そ の 結 果 と し て 回 転 軸
の 振 れ 特 性 の 大 幅 な 向 上 が 図 ら れ 、 し か も 薄 型 化 に 十 分 対 応 で あ る と い っ た 効 果 を 奏 す る
。 ま た 、 回 転 軸

回 転 軸 に 加 わ る
衝 撃 け る 構 成 と す る こ と に よ り 、 フ ラ ン ジ と 回 転 軸 の 接 合 部 の 欠 陥 、 フ ラ ン ジ の 変 形
あ る い は カ ウ ン タ プ レ ー ト の 脱 落 等 を 防 止 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 耐 衝 撃 性 の 大 幅 な
向 上 が 図 ら れ る 。 ま た 、 フ ラ ン ジ を る こ と に よ り フ ラ ン ジ の 軸 方 向 の
位 置 決 め が な さ れ 、 こ れ に よ っ て 組 立 が 容 易 と な り 生 産 性 の 向 上 が 図 ら れ る 。 さ ら に 、 回
転 軸 に 小 径 部 が 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 軸 受 に 対 す る 回 転 軸 の 動 圧 摩 擦 が 軽 減 し 、 消 費 電
力 の 低 減 が 図 ら れ る 。

(4) JP 2003-299305 A5 2005.9.15

ま た 、 こ の 他 の 組 立 方
法 と し て は 、 回 転 軸 ３ ０ に フ ラ ン ジ ３ ４ を 組 み 付 け て か ら 、 小 径 部 ３ ３ を 外 側 ス リ ー ブ ６
０ の 軸 孔 ６ ４ に 挿 入 す る と 同 時 に フ ラ ン ジ ３ ４ を 段 部 ６ ２ に 嵌 め 込 み 、 次 い で 、 大 径 部 ３
２ を 内 側 ス リ ー ブ ７ ０ の 軸 孔 ７ １ に 挿 入 さ せ な が ら 外 側 ス リ ー ブ ６ ０ の 凹 所 ６ １ に 倍 側 ス
リ ー ブ ７ ０ を 圧 入 さ せ て 嵌 め 込 み 、 最 後 に カ ウ ン タ プ レ ー ト ２ ２ を 段 部 ６ ３ に 嵌 め 込 ん で
固 着 さ せ る 手 順 を 採 用 す る こ と も で き る 。

が 大 径 部 と 小 径 部 と を 有 し 、 こ れ ら の 間 の 段 部 に フ ラ ン ジ を 当 接 さ せ 、 こ
の フ ラ ン ジ が 外 側 ス リ ー ブ の 小 径 の 凹 所 に 収 納 さ れ 、 こ の 小 径 の 凹 所 で 、

を 受

小 径 の 凹 所 に 収 納 す
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